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	c. 横大見出しは左寄せで書き、文章は改行して書きはじめる。
	d. 横小見出しは1字下げて書き、文章は同じ行に全角のスペースをとって、書きはじめる。

	1.9　脚注
	a. 脚注の数は最小限にとどめる。
	b. 脚注を使用する場合は、本文中の該当箇所の右肩に小文字で“1）”、“2）”、……の通し番号をつけ、その内容を別紙に1つずつ改行しながら、まとめて書く。

	1.10　付記
	1.11　欄外見出し
	a. 欄外見出しを論文原稿すべての上余白内に右寄せでつけるのが望ましい。
	b. 欄外見出しは論文題の一部で構成し、全角で15字以内とする。
	c. 欄外見出しが設定できない場合は省略してもよい。

	1.12　原稿の並べ順と通し番号
	a. 原著論文・実践論文・報告論文・展望論文の原稿は、必要なものには通し番号をつけて、上から次の順番に並べて、1つのファイルにする。なお、チェックリスト、添付票、理由書はウェブシステムに入力し、提出する。
	（1）上の並べ順は印刷された場合の順番ではない。該当するものがない場合（例えば、資料がない）は、それを除いて原稿を並べる。
	（2）通し番号は下余白の中央に、できれば「－1－」か「[1]」の形でつける。
	b. 意見論文の原稿は、必要なものには通し番号をつけて、上から次の順番に並べて、1つのファイルにする。なお、添付票はウェブシステムに入力し、提出する。


	2．図の描き方
	2.1　用紙と余白
	a. A 4判の白紙に書く。
	b. 1つの図ごとに別紙に作成する。
	c. 上下左右に3 cm以上の余白を残す。

	2.2　大きさ
	2.3　描き方
	a. 原図は黒色で明瞭に描く。
	b. 投稿にあたっては必ずしも原図に近いものを送る必要はないが、掲載が決まった段階で誌面上の表示に留意した鮮明な図の提出を求める場合がある。
	c. 結果を図で表示する際、どんな図（例えば、棒グラフ・折れ線グラフ・散布図）を選択し、どのように描くか不明の場合は、8.7a. に示した文献を参考にする。
	d. パソコンソフトなどで製図する場合、適当な大きさに縮小・拡大して原稿に挿入する。出力された図が論文にそのままの形で掲載可能かどうか吟味し、必要ならば付加的な加工を依頼して完成した図を提出する。そのまま掲載が困難な図の場合には仮図とし、2.12の製図依頼をする。

	2.4　線幅・記号・文字の大きさ
	2.5　図番号と図題（資料1、資料2参照）
	a. 図にはFigure 1、Figure 2、……のように算用数字の通し番号をつけ、図番号と図題は、図の上に書く。図番号は太字体（ボールド）にする。
	b.  図題は、図番号の後に半角のスペースをとって続けて書く。図題は斜体（イタリック）にする。
	例1 Figure 1基本型の自己質問・他者質問で行為反応が出現した子どもの年齢群ごとの割合
	例2 Figure 4両親の夫婦間葛藤，子どもに対する親行動，子どもの親行動知覚と子どもの抑うつ症状の関係についての最終モデル

	2.6　英文の使用
	2.7　縦軸・横軸
	a. 軸には、目盛印・目盛数字・単位を入れる。
	b. 縦軸の説明は、日本語の場合は上から下に、英語の場合は下から上に書く。略語や略記号はできるだけ用いない。
	c. 原点がある場合は、0（ゼロ）を入れる。
	d. 小数点のある数値の表記と有効桁数は、数値の性質を考慮して決める。
	c. 有意性検定の有意水準に関する注は、該当箇所に“*”を用いて記し、その内容を2.8b. の注の下に示す。 その際、p<.05は“*”、p<.01は“**”、p<.001は“***”とする。
	例1 （2.8b.、 c. の注を使った場合）
	注. エラーバーは，標準誤差を示す。
	*p<.05, **p<.01
	例2 （2.8b.、 c. の注を使った英文の場合）
	Note. Results of pairwise comparison are displayed.
	**p<.01

	2.9　スケール
	2.10　写真
	a. 写真は図扱いになるので、線画と一緒に統一した通し番号をつけ、図題をつける。
	b. 写真はスキャナーで読み込むなどして、A 4用紙に印刷する。

	2.11　図の数
	a. 本文右余白に「Figure 1挿入」のように書いて、挿入希望箇所を明示する。
	b. 複数の図・表を同一箇所に連続して挿入する場合は、「Figure 1・Figure 2・Table 1挿入」のようにまとめて書く。

	2.13　製図の依頼
	a. 製図を依頼する場合は、図の原稿に「製図依頼」と明記する。
	b. 製図を依頼する場合は、経費は著者負担とし、編集委員会が印刷会社に発注を代行する。
	c. 編集委員会で製図の必要があると判断した場合は、著者の了解を得て、2.13b. と同様の扱いをする。


	3．表の書き方
	3.1　用紙と余白
	a. A 4判の白紙に書く。
	b. 1つの表ごとに別紙に作成する。
	c. 上下左右に3 cm以上の余白を残す。

	3.2　表番号と表題（資料3参照）
	a. 表にはTable 1、Table 2、……のように算用数字の通し番号をつけ、表番号と表題は、表の上に書く。表番号は太字体（ボールド）にする。
	b. 表題は、表番号の後に半角のスペースを入れて続けて書く。表題は斜体（イタリック）にする。

	3.3　英文の使用
	3.4　罫線
	3.5　小数点や±の位置
	a. 小数点や±の位置は原則的に揃える。また、データが見出しの中央に位置するように配列する。
	b. 小数点のある数字の表記と有効桁数は、数値の性質を考慮して決める。

	3.6　注
	a. 本文を読まずに表だけで十分な理解ができるように、必要最小限度の簡潔な注をつけるのが望ましい。略語や略記号を使用する場合は必ず注をつける。
	b. 表全体への注は、表の下に“注．”（英文の場合は“Note.”）と記し、半角のスペースをとって文章で述べる。
	c. 特定箇所への注は、該当箇所の右肩に“a）”、“b）”、……をつけ、その内容を3.6b. の注の下に示す。
	d. 有意性検定の有意水準に関する注は、該当箇所の右肩に“*”を用いて記し、その内容を3.6c. の注の下に示す。 その際、p<.05は“*”、p<.01は“**”、p<.001は“***”とする。
	e. 有意水準は帰無仮説を棄却するための事前に定めた境界値であり、p値は帰無仮説が成り立つ可能性の確率を示している。p値を記載する場合には、方法で有意水準を明示してから適宜結果として示す。また、統計パッケージでp=.00000と表現されてしまう場合には、p<.001などと、確率ゼロと誤解されない表記を行う。

	3.7　表の数
	3.8　挿入位置の指定
	a. 本文右余白に「Table 1挿入」のように書いて、挿入希望箇所を明示する。
	b. 複数の図・表を同一箇所に連続して挿入する場合は、「Figure 1・Figure 2・Table 1挿入」のようにまとめて書く。


	4．統計量の表記
	4.1　検定結果の表記
	a. データの基本統計量（平均値、標準偏差、サンプルサイズ、相関係数など）。
	b. t、F、2検定の場合は、検定の手法、t、F、2の各値、自由度（2検定の場合はサンプルサイズも）、有意水準。また、できる限り効果量も記載する。
	c. 分散分析法で水準間の差を見るために下位検定を用いる場合などは、検定の多重性に気をつける。
	d. その他統計量の表記については、APAのPublication Manualの“Statistical Abbreviations and Symbols”に準拠する。

	4.2　多変量解析
	a. 因子分析については、変数名・共通性初期値の推定方法・計算方法・因子数の決定基準・回転技法・因子パターンもしくは因子負荷量・共通性・因子間相関および因子寄与を表現する数値、また、因子得点を用いる場合は因子得点算出法などを明記する。因子パターン（因子負荷量）については、表で示すことが多いが、できるだけ全変数を示す。どうしても紙面の都合で全変数が表記できない場合には、値の大きいものを降順に表記する。
	b. 構造方程式モデリング（SEM：共分散構造分析）を用いる場合には、モデル選択についての経過を示す。また、パス図を示してモデルを明示する。
	c. 重回帰分析については、回帰式の係数、重相関係数もしくは決定係数（あるいはこれに準ずる値、例えば分散分析表）を明記する。また、ステップワイズ法については変数選択技法・トレランスを明記する。
	d. クラスター分析については、距離の測度・クラスタリングの技法・クラスター数を決定した基準などを明記する。
	e. 他の多変量解析の表記については、上記に準ずる。

	4.3　統計パッケージ

	5．「文献」の記載方法と文献の引用方法
	5.1 「文献」記載の一般的規則
	a. 引用文献は論文の最後にまとめて置き、見出しは「文献」とする。
	b. 「文献」に記載された文献は本文で必ず引用されなければならない。また、本文で引用された文献は必ず「文献」の中に記載されている必要がある。
	c. 1つの文献の記載が2行以上にわたる場合には、2行目からは全角2文字分のスペースをとって記載する。
	d. 記載に使われるピリオド・コンマ・丸かっこは、日本語文献・外国語文献とも、半角のものを使用する。

	5.2　文献の並べ方
	a. 文献は、日本語文献と外国語文献を分けずに、著者（共著の場合は第1著者）の姓によるアルファベット順に並べる。
	b. 同一著者が単独で発表している文献と、第1著者として発表している共著文献がある場合には、単独発表のものを先にし、次に共著のものを並べる。
	c. 第1著者が同一で第2著者が異なる場合は、第2著者の姓の順に並べる。第3著者以下も同様の扱いにする。
	d. 同一の著者あるいは同一配列の共著者の文献が複数ある場合には、刊行年次によって早いものから順に並べる。
	e. 著者名が同じで刊行年次も同じ文献は、表題のアルファベット順（“A”と“The”は除く）に並べ、年次を示す数字の直後に、早いものから順にアルファベット小文字a, b, ……をつけて区別する。
	f. 同じ姓をもった複数の著者の場合は、最初の頭文字（日本語文献では名）の順に並べる。

	5.3　日本語文献の記載方法
	a. 著者名は姓と名を続けて書く。ただし、姓と名を合わせて3文字以下の場合には、姓と名の間に全角のスペースをとる。名の後にはピリオドをうつ。
	b. 共著の場合には、著者名の間に“・”を入れて並べる。
	c. 団体名義の著作物は正式の名称を略さずに書き、個人著者名と同様、アルファベット順に並べる。なお、日本名の団体はローマ字読みにする。
	d. 書籍の場合には、著者名・刊行年次・表題・出版社を順に書く。著者名の後にはピリオドをうつ。編者には“（編）”を編者名の後に付記する。刊行年次は“（  ）”でくくりピリオドをうつ。表題は斜体（イタリック）にし、最後に（副題がある場合はその後に）ピリオドをうつ。副題は“：（コロン）”の後に書く。出版社の前には“：（コロン）”をはさんで所在地を書き、最後にピリオドをうつ。出版社の所在地は本社のある都道府県名あるいは市名から選び、“都道府県”や“市”はつけない。
	e. 初版と異なる内容の版である場合、版数などを“（  ）”内に明記しピリオドをうつ。
	f. 翻訳書の場合、著者名は原名かローマ字（アルファベットを使用しない言語の場合）にする。不明の場合はカタカナにし、共著の場合には著者名の間に“・”を入れて並べる。刊行年次は翻訳書の発行年次とする。翻訳者には“訳”をコンマの後に付記し、翻訳代表者には“監訳”を付記する。原著が参照できる場合には最後に原著を“（  ）”内に示し、参照できない場合には原著の刊行年次だけを示す。なお、翻訳書を文献に記載する場合は、本文中では、5.5a. の例5（Freud, 1923 / 1961）のように、必ず原著と翻...
	g. 書籍の特定部分の引用の場合、表題に章番号などが書かれている場合は省略する。編集者には“（編）”を付記し、“,”を入れて書籍名を書く。特定部分ではなく書籍名を斜体（イタリック）にする。所在ページの前に単数ページの場合には“p.”を、複数ページの場合には“pp.”をつけ、“（  ）”でくくる。
	h. 数巻にわたる書籍の1巻の特定部分の場合、シリーズ全体の編集者には“（シリーズ編）”を付記する。巻数は副題に書く。
	i. 雑誌の場合には、著者名・刊行年次・論文題・雑誌名・巻・ページを順に記載する。雑誌名は省略せず、斜体（イタリック）にする。巻数は太字体（ボールド）にする。ページの前には、5.3g. のような“p.”や“pp.”はつけない。ページが複数の場合には、最初と最後のページを半角のハイフンではさんでページを記す。ページ番号がない場合は代わりに論文番号を記載する。行末で数字が切れる場合には、その前で改行する。
	j. 各号が独立にページづけされていて、1巻を通してのページづけがない場合に限り、巻数の直後に号数を“（ ）”内に記す。1巻を通してページづけされている場合は巻数のみ記し、号数を記さない。
	k. 紀要・報告などの場合、名称が同一でいくつかの部門・シリーズに分かれている場合にはその内容を副題に示す。紀要・報告などの名称に、その大学等の名称が含まれていない場合は、“（ ）”内に入れて記す。科学研究費等の調査報告書の場合は研究事業名と研究名を記載し、発行元の記載を省略してよい。
	l. 学会発表の場合。
	m. 印刷中の場合は、刊行年次を“（印刷中）．”とする。複数ある場合は“（印刷中a）．”のようにして区別する。
	n. 刊行された年次と表題の年次が異なる場合には、刊行年次は実際に刊行された年次を記す。
	o. 博士・修士・卒業論文の場合、修士・卒業論文は年度によらず、卒業・修了の年をもって刊行年次とする。博士論文の年次は学位授与の年による。
	p. 新聞記事の場合は、著者名（分からなければ掲載紙（誌）名）・刊行年次・表題・掲載紙（誌）名・発行日（朝刊・夕刊）・掲載ページの順に書く。

	5.4　外国語文献の記載方法
	a. 著者名は姓、名の頭文字の順に書き、間にコンマを入れる。ミドルネームがある場合にはその頭文字も書く。同姓で頭文字も同じ著者が複数ある場合には、名も略さずに書く。
	b. 共著の場合、著者名はコンマで区切り、最後の著者の前にコンマと“&”をおく。
	c. 団体名義の著作物は正式の名称を略さずに書き、個人著者名と同様、アルファベット順に並べる。
	d. 書籍の場合には、著者名・刊行年次・表題・出版社を順に書く。著者名の後にはピリオドをうつ。編者が単独の場合には編者名に“（Ed.）”を付記し、複数の場合には“（Eds.）”を付記する。刊行年次は“（ ）”でくくりピリオドをうつ。表題は斜体（イタリック）にし、最後に（副題がある場合はその後に）ピリオドをうつ。副題は“:（コロン）”の後に書く。なお表題と副題は、最初の文字だけを大文字にする。出版社の前には“:（コロン）”をはさんで所在地を書き、最後にピリオドをうつ。複数の所在地が記載されている場合...
	e. 初版と異なる内容の版である場合、版数などを“（  ）”内に立体で明記しピリオドをうつ。
	f. 書籍の特定部分の引用の場合、表題に章番号などが書かれている場合は省略する。編集者には“（Ed.）”（複数の場合（Eds.））を付記し、“,”を入れて書籍名を書く。特定部分ではなく書籍名を斜体（イタリック）にする。所在ページの前に単数ページの場合には“p.”を、複数ページの場合には“pp.”をつけ、“（  ）”でくくる。
	g. 数巻にわたる書籍の場合。
	h. 数巻にわたる書籍の1巻の特定部分の場合。
	i. 雑誌の場合には、著者名・刊行年次・論文題・雑誌名・巻・ページを順に記載する。雑誌名は省略せず冠詞や前置詞以外は最初の文字を大文字で書き、斜体（イタリック）にする。巻数は太字体（ボールド）にする。ページの前には5.4g. のような“p.”や“pp.”はつけない。ページが複数の場合には、最初と最後のページを半角のハイフンではさんでページを記す。行末で数字が切れる場合には、その前で改行する。
	j. 各号が独立にページづけされていて、1巻を通してのページづけがない場合に限り、巻数の直後に号数を“（ ）”内に記す。1巻を通してページづけされている場合は巻数のみ記し、号数を記さない。
	k. 学位論文の場合、その要約が“Dissertation Abstracts International (DAI)”もしくは“Masters Abstracts International (MAI)”で得られる場合には、DAIもしくはMAIの巻数とページを記す。原典を出典として使用する時には、大学名と年号を“（  ）”内に明記する。未刊行の場合は、“Unpublished doctoral dissertation”（博士論文）もしくは“Unpublished master’s thesis...
	l. 学会発表の場合。
	m. 印刷中の場合は、刊行年次を“(in press).”とする。複数ある場合は“(in press-a).”のようにして区別する。
	n. プレプリントされている論文の場合、アップロードサイトとDOIを明記する。

	5.5　本文中での文献の引用方法
	a. 本文中に著者名を引用する場合は、原則として姓だけを書く。なお、翻訳書を文献に記載する場合は、必ず原著と翻訳書の刊行年次を示す。（ ）内で文献を引用する場合は、“（ ）”ではなくコンマを使用する。また、文献の特定部分を引用する場合は、ページや図表を本文中で示す。
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